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研究成果の概要 

本年度は、３つの研究項目について、それぞれ下記の成果を得た。 

(1) 構成単位としての超原子の創出と評価： 正二十面体型超原子 M@Au12を基盤プラットフォー

ムとして用いて、配位子やドーパントの種類などの構造因子が発光特性や触媒特性に対して

及ぼす効果を明らかにするとともに、その起源を解明した。質量選別光電子分光法やイオン移

動度質量分析法などを駆使して、真空中に孤立した状態の修飾 M@Au12 超原子のスピン軌

道分裂や帯電エネルギーを決定し、モルフォロジーを解明した。 

(2) 超原子分子の標的合成と構造物性相関の確立：金極細ロッドの表面を１原子層の銀で被覆す

ることで光学特性に劇的な変調を加えるとともに、高分解能元素マッピングによる構造解析に

成功した。また、超原子を融合することで針状構造体を合成する手法を開発し、構造と光学特

性の相関を明らかにした。 

(3) 超原子集積体の構築と新物性の探索：配位子保護M@Au12超原子 (M = Ir, Au) に対して、

露出サイトを導入し、これをビルディングブロックとした集積体を自己組織的かつ選択的に合

成する技術を確立した。さらに、連結体の構造を透過電子顕微鏡によって観察することに成功

した。集積化することで光学特性に変調が起こることを見出した。 

上記の成果はいずれも、超原子や超原子分子が発現する特異的な物性と構造の相関に関する理

解を深め、集積化による高次機能の設計を加速するものである。 
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